
図書情報館ＩＣＴ活用事業
（利用者用パソコンデータベース）

安城市アンフォーレ課



１．事業概要

•データベースとは、「専門的で最新の情報を簡単に
得ることができる検索サービス」のことです。

•図書情報館では、3階「データベースパソコンコー
ナー」にあるデータベースパソコンから新聞、雑誌・
論文、法情報や市場情報などが検索できます。

• 17種類のコンテンツから研究やレポート作成など
に役立つ様々な情報を提供しています。

※「データベースパソコンコーナー」の利用には図

書情報館利用者カードが必要です。



２．導入の目的

•図書館運営の基本理念

•図書情報館は、データベースや電子書籍を含め
た、幅広い資料による情報提供を利用者に行う
ハイブリッド型図書館です。

•基本理念を踏まえ、図書館にある全ての資料は、
利用者の研究やレポート作成などに役立ててい
ただくために、収集・整理・保存しています。

市⺠のライフステージをサポートする
「知の情報拠点」を目指して



３．実施状況

（１）利用状況等

R4 R5 R6

データベース
の種類

15種類 16種類 17種類

データベース
の利用状況

303件 323件 227件

PRイベント 1回 2回 1回

PR方法 広報、市公式LINE、PRチラシ設置、図書
情報館内サイネージ（電光掲示板）等



３．実施状況

（２）PRイベント詳細①

・今年度、大学教授

による「メディア・リテ

ラシー講座」を開催し

ました。

・講座のなかで、情報

を裏付ける根拠とし

て、館内のデータベー

スを紹介しました。



３．実施状況
（２）PRイベント詳細②
・令和5年度に市場情報調
査に関するデータベース
の講座を行いました。
・この講座のなかでは、図
書館におけるビジネス支
援サービスの利点（ネット
にない専門書籍やデータ
ベースが無料で利用可
能など）についても説明
しました。



３．実施状況
（３）PR方法詳細
・データベース全体の
チラシに加え、利用が
多い新聞を中心にPR
したチラシを作成し、館
内のサイネージに掲載
しました。
・紙の新聞が置いてある
図書情報館4階にも掲
示しています。



データベース実演



４．課題

•令和6年度に実施した「ｅモニターアンケート」に
おいて、以下の結果がでました。

①「（データベースを）知っているし利用したいが、

使い方が分からない」 7%（41件）

②「（データベースを）知らなかったが、今後は利用

してみたいと思う」 39%(222件）

上記のことから、データベースの存在及び活用方
法の周知が足りていないと認識しています。



５．論点

•データベースの有効性については、直近のイベン
トで回収したアンケートの設問「今後、図書館の
データベースを活用したいと思いますか？」にお
いて、

①どちらともいえない 8％（1件）

②やや思う 58%(7件）

③強く思う 33%（4件）

上記の結果となっており、一度利用することで、あ
る程度の有効性は伝えることができていると判断
できます。



５．論点

• アンケートやPRイベントでの手応えからデータ
ベースが利用者の調査研究活動に対して、有効
であり、図書館として必要なサービスであること
は間違いないと思われます。

• そこで、

①図書情報館にデータベースがあること

②データベースの活用方法

上記2点についての対策（コンテンツの精査も含

めて）を今回の外部評価の論点と考えています。



６．活動指標及び成果指標

（１）活動指標

R6 R7 R8

PRイベント
の開催

1回以上 1回以上 1回以上

利用できる
データベース
の種類

17種類 17種類 17種類



６．活動指標及び成果指標

（2）成果指標

・目指す姿：データベースを利用者の研究やレポー
ト作成などに役立てていただくこと

R6 R7 R8

データベース
利用回数

227件
（1日平均
0.77件）

1日平均
1件以上

1日平均
1件以上


